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伊豆諸島新島に生息するメジロZbstempsj叩”Ｃａ
の繁殖生態
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はじめに

メジロ類は旧世界に分布する鳥で，アジア，アフリカ，およびオーストラリアまで広く

分布しており，全部で11属，８３種が知られている。日本にはメジロZosterOpsノａｐｏｍｃａ

が生息し，チョウセンメジロＺ.”tﾉbrOpJeuF｡αが迷行してくる（高野1982)．メジロは種

内の地理的変異が豊富で，200以上もの亜種が記載されている（橘川1982)．日本のメジ

ロも島しょに分布するものは本土のものと亜種を異にする．筆者は，伊豆諸島に生息する

シチトウメジロＺ.』.s”jnegerjについて繁殖生態を調査した．メジロの繁殖生態につい

ては，本土のメジロで宮下（1970）が報告しているが，シチトウメジロでは山階（1981)，

清棲（1978）に断片的な記載があるにすぎない．本報では，伊豆諸島新島で調査した結果

について報告する．

調査地と調査方法

調査は新島の本村地区（北緯34.22,,東経139o１５，）で1984～1988年の３～８月に行なっ

た．おもな調査場所は本村ひのき山であったが，一部，青峰山で収集した資料も加えてあ

る．ひのき山は新島の東部に位置する未発達な常緑広葉樹林で，その西側は宮塚山（標高

420ｍ）の裾にあたり，部分的に樹高が10ｍ以上に達するスダジイ林やスギの人工林も含

まれているぴ

調査では，調査地を巡回しながら，さえずり，闘争，巣材運びなどの行動を観察すると

同時に，巣の発見につとめた．巣の高さは巣の位置からおもりをつけた糸を地表に落とし，

その長さを計った．卵の大きさを測定するさいには，繁殖活動に刺激を与えないために放

棄卵を使用した．

行動圏の調査は，色足環をつけて識別した個体にもとづいて行なった．カゴに入れた雄

のさえずりに反応する野外の個体を双眼鏡で確認しながら，地図上に個体の位置を記録し

て，同じ個体の位置を線で結んだ．約20ｍ間隔で調査し，１地点で10分間調べた．

繁殖時期については，巣の発見時の状況から巣立ちまでを観察した．巣立ち後の家族期に

ついては，継続した観察ができず，はっきりした結果を得ることができなかった．卵やヒ

ナの入っている巣については，可能な限り毎日，少なくとも隔日にはその状況を確認した．
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調査結果および考察

１．繁殖時期

５年間で合計12つがいの繁殖時期を調べた結果をFig.１にまとめた．抱卵期間は約11日

間，育雛期間は10～12日間と推定された．産卵は１日に１卵で，抱卵，育雛は雌雄で行なっ

ていた．ふ化は全卵が同時にふ化した例（７例中６例）と２日間にわたってふ化した例

(７例中１例）とがあった．宮下（1970）は，全卵が同時にふ化すると述べている．

２．巣

巣は椀形で枝先の二又の部分につり下げられていた（Fig.２)．多くの巣は，枝の二又

だけを利用したが，まれに枝の二又の角度が大きい時には近くの枝も利用していた．また，
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多くの巣の二又の角度は40｡～50。であったが，７０｡～80.の角度の二又に営巣した少数の例

(62例中２例）では，巣の先端がクモの糸で支えられていた．

産座には，イネ科あるいはカヤツリグサ科の細長いすじ状の枯れた葉，茎，穂，あるい

は根が巻きこむように重ねられていた．外装部は産座を包みこむようにシダや広葉樹の枯

れ葉，コケ，クモの卵嚢，人工ヒモがクモの糸で接着されていた．ポリプロピレンなどの

人工のヒモは62例中60例で使用されていた．

営巣樹種は全部で８種だった（Tableｌ）．その中でツバキ（35.5％)，ヒメユズリハ

(21.1％)，スダジイ（17.7％）が多く利用されていた．地上からの巣の高さは62例で1.2ｍ

～5.8ｍ，平均±標準偏差は2.99±0.87ｍであった．巣の外径の平均±標準偏差は13例で7.6

±0.52ｃｍ，内径は5.4±0.68ｃｍ，深さ4.5±0.56ｃｍ，高さ5.4±0.41ｃｍだった．

３．産卵

メジロの産卵は４～６月の間に行なわれた．４０卵中35卵が白色で，残りの５卵は淡緑青

色だった．卵の大きさの平均±標準偏差は，８例で長径17.2±0.77ｍｍ，短径13.05±0.52

ｍｍ，重さ1.38±0.239だった．

一腹卵数は３～４個，平均±標準偏差は3.56±0.51個だった（Table２)．長野県に生息

するメジロの平均±標準偏差は4.1±0.57個で（宮下1970)，その差は有意と認められた

(Mann-WhitneyU＝４９，ｚ＝２．０３，Ｐ＜0.05,両側検定)．島しょの個体群の方が本土

のものより一腹卵数が少ないことは，ヤマガラでも明らかにされている（Higuchil976)．
４．繁殖成功率

1986年と1987年の産卵数に対するふ化率は65.7％，ふ化したヒナに対する巣立ち率は

Table１．Nestingheightsindifferentspeciesoftrees．
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34.8％であった（Table３)．３５卵のうち，ふ化しなかった卵は８個（22.8％）あり，未受

精卵と思われる．その他，理由不明で消失した卵が４個（11.4％）あった．また，ふ化し

たヒナ，２３羽のうち，１５羽（65.2％）は消失した．消失の原因はヘビやカラスなどの捕食

によるものと考えられる．調査中，シマヘビがヒナを襲う現場を１回だけ観察した．

５．行動圏

比較的くわしく調べることのできた２～３個体では，１個体あたり100,2前後の範囲を

行動圏としており，隣接個体どうしの重複はかなり大きかった（Fig.３)．また，隣接個

体は巣の近くまで飛来することがあった．ニュージーランドに生息するメジロＺ､IateraIis

では，営巣から巣立ちまでの期間，親鳥の活動は狭いなわばり内に限られているという

(橘川1961)．これらのことから考えると，防衛する範囲は，巣のまわりの100,2前後の

小さい面積内と考えられる．

Table３．BreedingsuccessofJapaneseWhite-eyesonNiijimalsland．

７
８

皿
妬
羽
髄
８
弘

Ｎｏ．ofclutches

Eggslaid

Eggshatched

Eggshatched（％）

Youngfledged

Youngfledged（％）

Fig.３．HomerangesofsomepairsofJapaneseWhite-eyesonNiijimalslandfromlate

MarchtoearlyApril．
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耐辞

この調査をすすめるにあたり，植物の同定で信州大学理学部の井上健博士にお世話になった．また，

日本野鳥の会研究センターの樋口広芳博士には，調査方法，文献紹介，さらには論文作成などについ

て適切な助言，指導をしていただいた．厚くお礼申し上げたい．

要約

１．１９８４～1988年に，伊豆諸島の新島でメジロの繁殖生態を調べた．

２．産卵は１日に１卵，抱卵日数は約11日間，育雛期は10～12日間と推定された．

３．巣は，椀型で枝の二又につり下げられていた．おもな営巣樹種はツバキ，ヒメユズリハ，スダジ

イだった．地上からの巣の高さは平均して約３ｍだった．

４．産卵は４～６月に行なわれ，一腹卵数の平均は3.6だった．ふ化率は65.7％，巣立ち率は34.8％

だった．

５．行動圏は約100ｍ'で，隣接する個体の行動圏の重複はかなり大きかった．
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Seiichilsobel

1．IstudiedthebreedingecologyofJapaneseWhite-eyesonNiijiｍａｏｆｔｈｅｌｚｕｌｓｌａｎｄｓ

ｆｒｏｍｌ９８４ｔｏｌ９８８．

２．Ｔｈｅｅｇｇｓｗｅｒｅｌａｉｄｄａｉｌｙ，theincubationperiodwaslldaysanｄｔｈｅｎｅｓｔｌｉｎｇｐｅｒｉｏｄ

ｗａｓｌト12days、

３．Nestswerebowl-shapedandwerehunｇｄｏｗｎｆｒｏｍａｔｗｉｇａｔａｐｌａｃｅｗｈｅｒｅｉｔｆorked

intotwobranches・ＴhemaintreespeciesusedfornestinｇｗｅｒｅＣａｍｅ"jαﾉapo凡jca(35.5

％),Dz4pﾉmjphy"ummacrOpodum（21.1％)，CasZanopsiscaSpidatα(17.7％)．Theaverage

nestingheightwasabouｔ３，．

４．Theegg-layingstagewasfromAprilｔｏＪｕｎｅ，Ｔｈｅｍｅａｎｃｌｕｔｃｈｓｉｚｅｗａｓ３､6．Sixty-six

％oftheeggslaidhatched，ａｎｄ３５％oftheyounghatchedfledged，

5．ThehomerangecoveredapproximatelylOOm2，Overlappingoftheadjoininghome
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rangeswasmoderatelylarge．
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